
















　　　胡桃さんと手料理







　インターホンを押すと、天使のような声と同時に扉が開かれる。

　そこには私服に身を包んだ俺が世界で一番大好きな人が立っていた。長く綺麗な黒髪を揺らしつつ、緩やかな笑みを湛える彼女は古賀胡桃さん。

　俺の彼女というか未来の花嫁である。

「いらっしゃい」

「お邪魔します。っと、今日も綺麗だね」

「ん、ありがと」

　感謝を口にする胡桃さんの後を追って、部屋の中に入る。

　本日、俺は胡桃さんに招待されて彼女のマンションにやってきていた。

　というのも、何でも新しい料理のレシピを覚えたのでそれを振舞ってくれるのだとか。

　何というかナチュラルなカップルって感じですごく興奮する。

「それで今日は何を作ってくれるの？」

　お呼ばれしたはいいけど料理の内容をまだ聞いていなかったので尋ねると、胡桃さんは顎に手を当て悩んだそぶりを見せた。

　どうしてこう一挙手一投足がかわいいんだろうか、この人は。

「えっと、今日はパエリアにしようかなって」

「他にもあるの？」

「ま、まぁ、いろいろ勉強してるし……」

　ちらりと俺の顔を一瞬見てから告げる胡桃さん。

　その様子から誰のために勉強してくれているのかは一目瞭然なわけで──。

「胡桃さんっ！」

「い、いきなりなにっ!?」

　俺は驚く彼女の両手を掴むと、心のうちに溜まった想いを真正面からぶつけた。

「絶対に幸せにするから、是非とも一生涯隣で料理を作っていて欲しい」

「ば、ばかっ！　……な、なに言ってんのよっ」

　いつものように愛を叫ぶと、胡桃さんは慌てつつも平静を装って見せる。

　といっても、その頬は僅かに紅潮しており、口元は笑みを隠しきれていないのだが。

　ほんとかわいいな。

「……えいっ」

　思いのままにぎゅっと抱きしめてみる。

「なんで!?」

「いや、胡桃さんは相変わらずかわいいなと思って」

　告げると、胡桃さん顔を真っ赤にして狼狽。

　手をあたふたと彷徨わせた後、もぞもぞと俺の腕から抜け出し口元を手で隠すと、

「……っ、わ、私……料理の準備があるからっ！」

　そう告げて、キッチンへと逃げて行った。

　……ふむ。

「何か手伝おうか？」

「なんで追いかけてきてるの!?」

「やっぱり未来の旦那的にはお手伝いした方がいいかなって」

「……っ！　あーもう！　わ、わかったわよ！　な、なら食器の用意してて」

「了解」

　夫婦として共同作業を終わらせつつ、席に着いて待つこと数分。

　あらかじめある程度の準備を終えていたのか、思っていたより早くテーブルに料理が並べられた。

　ちなみに俺はパエリアが何なのかいまいちわかっていなかったのだが……なるほどこれが。

　並べられたのは貝やエビが乗った色合い鮮やかな炒飯のような料理と、付け合わせのサラダとスープ。普通にすごい。

　何と言うか、胡桃さんの手料理という色眼鏡抜きでもかなり美味しそうだ。

　料理を並び終えた胡桃さんはエプロンを外して折りたたむ。

　そんな所作に未来の新婚生活を幻視しつつ、両手を合わせて──

「「いただきます」」

　早速パクっといただく。

　なるほど食べたことのない味だ。

　しかし、驚くほどに美味しい。

「ど、どう？」

　不安げな声で尋ねられ、そう言えばまだ感想を口にしていなかったと思い出す。

「美味しいよ、胡桃さん」

　素直に告げると、胡桃さんは一つ息を吐いて、

「ん、よかった」

　と、優しい笑みを浮かべて見せた。

　そしてぱくぱくと食べ続ける俺を、頬に手を当てて愛おしそうに観察してくる。。

　普段の彼女なら絶対にしない行動なのできっと無意識なのだろうが……なんだか恥ずかしいな。

　愛する人に熱い視線を向けられるのはこの上なく嬉しいけど、むず痒い。

「胡桃さん、そんなに熱い視線を向けられなくても今夜は泊まっていくから安心してよ」

「──へ？　べ、べべ、別に熱い視線なんて向けてないけどっ!?」

「またまた～、今日は朝帰りになるって霞に伝えとかないとね！」

「な、なに言ってるのよ、もう！」

　そう言って彼女もパエリアを一口。

　そして、

「ん、今までで一番の出来かも」

　満足げに微笑むのだった。

　そんな何気ない食事の一瞬に幸せを感じる今日この頃である。

「あれ、霞からだ」

「ほんとに送ったの!?　……な、なんて？」

　俺はスマホに表示された霞からのメッセージを胡桃さんに見せる。

　そこには──『避妊には気を付けてね。追伸、子供ができても妹は応援します』

「か、霞ちゃんっ!?」

　胡桃さんは嘆くように頭を抱えるのだった。
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